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佳作

佳作

　私は小さい頃からものしずかで人とあまり話さない子
供でした。父は私が海外に行くことを知ってとてもしん
ぱいしていました。私に「モンゴル語でも人と上手に話
せないのに、外国語で話せるのか？」と言って父は大き
なため息をつきました。そして「とにかくあいさつを
しっかりしなさい」と言いました。日本での仕事の初日
にみんなが「おはようございます」と言いました。モン
ゴルでは見知らぬ人にあいさつをしないので少し恥ずか
く感じましたが、とにかくあいさつをしました。しばら
くは、私はちゃんとあいさつしていましだが私の声はど
んどん小さくなっていた。ある朝、見知らぬ人が「おは
ようございます」と大きな声でドアをあけて入ってきま
した。私は彼がとても元気に見えていました。何回か彼
とあいさつをかわした後自分がとても元気になっている
に気がつきました。その人が「おはようございます」
言ってくれることは今日もがんばりましょうと言ってい
るようで、はげみになりました。一言で人にエネルギー
が伝わるって素敵じゃないですか？だから私はその人の
ようになろうと決心し、がんばって大きな声であいさつ

をしていました。するとおどろいたことに私にあいさつ
をしてくれる人が増え、私のことを知っている人が増
え、話しかけてくれる人が増えました。私はうれしかっ
たのですが彼のように人を元気にしてはいなかった。そ
して私が欠けていたものを見つけました。あいさつする
とき歩みを止めて立ち止まる。それは他者へのけいいを
しめしました。日本のあいさつはとても面白いです。今、
私もそのようにさいぜんを尽くすようどりょくをしてい
ます。しかし、それはひじょうにむずかしいです。でも、
他の人にも自分と同じように感じてもらいたいのでこれ
からもあいさつを続けます。この力を感じさせてくれた
その人にお礼をいいたいです。私の日本でのこれからの
せいかつはとても楽しくなるでしょう。きっとすてきな
人々にたくさん出会えると思います、楽しみにしていま
す。
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挨拶の力

　あなたはないたことがありますか？なにがあなたをな
かせますか？じっしゅうせいとして、だれもがかぞくと
はなれてがいこくにすみ、しごとをしているとなきたく
なるときがあるとおもいます。にほんにいくまえに、わ
たしはにほんでのせいかつにおおきなきたいをよせてい
ました。ともだちやどうりょうとよいかんけいをきずけ
るとおもいました。でも、にほんにきてから、たいへん
なことだとわかりました。どうりょうにごかいされ、そ
えんになり、ちょうしょうされるなどのもんだいがおこ
りました。はずかしさとさびしさでなきました。そして、
にほんにきたことがしっぱいだったとおもいました。あ
きらめてベトナムにかえりたいとおもうこともありまし
た。そんなおもいがぐるぐるまわっていたので、しゃ
ちょうにアドバイスをいただきたいとおもいました。で
も、あるひじむしょにいくと、しゃちょうがおなかをか
かえていてかおいろがあまりよくなかったのです。その
とき、しゃちょうにきいてみたら、いろいろなびょうき
をもっていることがわかりました。しかし、しゃちょう
はまいにちこうじょうでいつもあかるくげんきでがん
ばってしごとをしています。びょうきのひとにはみえま

せん。ベトナムでは、このようなびょうきのひとは、ほ
とんどのばあい、はたらかず、びょうきのちりょうをし
て、じかんがかかります。だから、びっくりしたししゃ
ちょうのことがふあんでした。でも、しゃちょうはわ
らっていいました「だいじょうぶ、きがわかいから、
びょうきにはまけないよ」。そのご、つうじょうどおり
にさぎょうをさいかいしました。ここでの「きがわか
い」ということばはねんれいのもんだいではなく、その
ひとのきもちのもちかただとしりました。そのときふ
と、あきらめてベトナムにかえりたいとおもうじぶんが
すこしはずかしくなりました。わたしのようなわかくて
けんこうなひとが、なぜあきらめたりするのですか？り
ゆうはほんのささいなことです。あのひから、しゃちょ
うのいったことばがこころにやきついています。それが
わたしにげんきをくれるちからになったいます。わたし
はよりまえむきに、おとなになり、よりつよくなりまし
た。ふゆかいなことをはねのけ、にほんごのべんきょう
とあたらしいもくひょうにしょうてんをあわせはじめま
した。にほんにきてさんかげつごに、にほんじんのとも
だちをふくめ、たくさんのよいともだちができました。
みんながはげまし、ささえ、やくにたつことをおしえて
くれました。にほんでせいかつし、はたらくというせん
たくは、わたしにとってただしいけつだんであったこと
にきずきました。またおおくのにほんのよいところをま
なびました。みなさんをがっかりさせないように、こん
どもにほんごのしけんでよいけっかがだせるようにがん
ばります。このポジティブさをみんなにひろめたいで
す。ちょうせんをやめたときはじぶんにまけたときで
す。まえにすすみます。
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わたしのもくひょう
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